
1     MaxGauge活用TIPs 

本TIPｓは、以下の場面で活用します。 

 

 アラートログに「ORA-1652: unable to extend temp...」が発生した 

 

 SQLを実行したところ「ORA-1652」で異常終了した 
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2     MaxGauge活用TIPs 

活用TIPｓ： TEMP領域拡張エラー（ORA-1652）の調査（１/４） 

Performance Analyzerから、「インスタンス名」、「日付」を指定して開きます。 
「アラート」を選択し、ORA-1652の正確な発生時刻（例）16:26:16を確認します。 
（Real-Time Monitorのアラート領域またはOracleアラートログから確認する方法もあります） 
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3     MaxGauge活用TIPs 

活用TIPｓ： TEMP領域拡張エラー（ORA-1652）の調査（２/４） 

「性能トレンド」を選択し、エラー発生時刻（hh:mm）へ移動します。 
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4     MaxGauge活用TIPs 

活用TIPｓ： TEMP領域拡張エラー（ORA-1652）の調査（３/４） 

画面下の「00」～「59」が表示されているゲージで、エラー発生時の秒でダブルクリックします。 
「Elapsed Time」順にソートし、 「Elapsed Time」 、「Event」、「SQL Text」を確認します。 
SQLの存在が確認できない場合は1秒づつ前後して見つかるまで確認します。 
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左側は1秒前へ移動 
右側は1秒後へ移動 



5     MaxGauge活用TIPs 

活用TIPｓ： TEMP領域拡張エラー（ORA-1652）の調査（４/４） 

エラー発生時刻前後（1～3秒）で消えるSQLが本現象のトリガーとなります。トリガーが把握でき
た時点で「SQL Text」、「Program」、「Module」、「Machine」、「OS User」、「Schema」を確認し、 
開発担当への問い合わせなどを行います。 
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6     MaxGauge活用TIPs 

MaxGauge TIPsはこちら 
http://www.ex-em.co.jp/exem_labo/exemlabo_maxgauge_tips_index.html 

 

＜お問い合わせ＞ 

日本エクセム株式会社 

TEL : 03-4530-9598 

e-mail : service@ex-em.co.jp 

今回のTIPからは、以下の事を確認しました。 

 TEMP表領域拡張エラー発生時刻のSQL 

 TEMP表領域を使用していたSQL 
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